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と う ま

みなさんの投こうを待っ
き がる

ているよ。気軽に書いて
お く

送ってみなイカ～�

　小学生のみなさんが書いた
き じ

記事やイラストをけいさいし
き

ている「読もっか　こども記
しゃ な は り す

者だより」。奈半利町に住む奈
の むら おと は

半利小３年の野村音葉さん
きっ ぺい

（８）、２年の桔平さん（７）は、

このコーナーおなじみのきょ

うだい記者です。「新聞にのる

とうれしい」「もっと書きたい
と う つ づ

�」。投こうをこつこつ続ける

ことで、書く力もついてきた
じ たく た ず

そうです。二人の自宅を訪ね
と よう

て、楽しく取り組んでいる様
す

子を見せてもらいました。
まつ だ

（松田さやか）

　ある休日の午前中。野村家のダイニングで、
おと は きっ ぺい し ん ひょうじょう と う

音葉さんと桔平さんが真けんな表情で投こう
さく ひん

作品を書いていました。
かん じ

　「『電池』の『ち』ってどんな漢字？」

　「父ちゃん、これどうやって書く？」
そう だん

　時々、お父さんとお母さんに相談しながら
う ご

えんぴつを動かし、ともに�分ほどで「できた
かん じ

～！」。漢字の間ちがいがないか見直しをした
さく

り、タイトルを記入したりして、それぞれの作
ひん かん せい

品が完成しました。

き しゃ

　こども記者になったきっかけは、「読もっ

か」を知っていたおばあちゃんのすすめ。音葉
ま い たい けん

さんが１年生のとき、七五三参りの体験を書
き じ は じ

いた記事が初めて新聞にのりました。
い らい さく ねん く わ

　以来、昨年１年生になった桔平さんも加わ
かつ どう つ づ

り、きょうだいで記者の活動を続けています。
い か

トライアスロン大会で１位になったこと、家
ぞく とっ とり けん うん どう

族で鳥取県に行った思い出、がんばった運動
かい しゅう まつ み ぢか

会…。二人は週末の時間があるときに身近な
で き ごと ねん ど

出来事を思い出して書き、２０２４年度は音葉さ
き

んが記事�本とイラスト�本、桔平さんは記
じ と う

事９本とイラスト�本を投こうしました。

　

ゆめ み

　絵本作家を夢見る音葉さんは「絵をかくの
だい す い よく てき と

も作文を書くのも大好き！」。意欲的に取り組
ぶん しょう

む中で、前より長い文章もすらすら書けるよ

うになったといいます。

にが て

　桔平さんは記事を書くことが少し苦手でし
な

たが、この１年で慣れてきたそう。「前は字を

いっぱい間ちがっていたけど、ちょっとしか

間ちがえなくなった」とニコニコ顔で話しま

した。
あ き し

　新聞にのると、安芸市に住むひいおじいち
ち いき

ゃんをはじめ、地域の人らが声をかけてくれ、

二人の力になっています。
しん ねん ど もく ひょう

　新年度の目標を聞くと、音葉さんは「２年生

のときよりもたくさん書きたい」、桔平さんは

「きれいな絵とか、上手な作文がのったらいい
か え

な」と元気な声で返してくれました。

さい きん

二人が最近書いたイカす
き じ

記事とイラストだよ

こう ち けん ない

　高知県内の小学１～６年生ならだれでも
き しゃ とう ろく き じ

こども記者に登録できます。記事、イラスト
じ ゆう

ともテーマは自由。イラストは自分が考え
さく ひん せん よう お く

たオリジナル作品を専用用紙に書いて送っ
ゆう そう と う

てください。いずれも郵送とメールで投こ
う つ

うを受け付けています。
さ き と

　送り先、問い合わせは、〒７８０―８５７２高知
こう ち しん ぶん しゃ

市本町４―１―�　高知新聞社「読もっか
がかり

係」、メール（ｋｏｄｏｍｏ＠ｋｏｃｈｉｎｅｗｓ．ｊｐ）、

電話（０８８・８２５・４８７０）。高知新聞
とう ろく ほう ほう

のウェブサイトにも登録方法な

どをしょうかいしています＝Ｑ

Ｒコード。

お母さんのあいことば

　　★奈半利町・奈半利小★

　わたしは、お母さんからあいことばを教え

てもらいました。それは、「わたしならできる」

です。土曜日や日曜日にこども園やゴリラ公

園まで走りに行くことが多いです。行くと中

には、上りざかがあるから、その時にお母さん

のあいことばを思い出しながら、本気を出し

ます。上りおわったら休けいします。その後、

弟とお父さんが上りおわります。

　お父さんはわたしに「音、はやい」と言って

くれます。わたしは、お母さんのおかげだなと

思いました。

　わたしは、お母さんのあいことばを大切に

して、はやく走れるようになりたいです。お母

さん、ありがとう。 （３年、野村音葉記者）
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